
 

   
 

令和 8 年 10 月 14 日 
気象衛星センター 

 
ひまわり 9 号の可視・近赤外バンドの感度補正のための校正情報更新について 

 
更新日時及び更新する情報 
令和 7（2025）年からひまわり 9 号可視・近赤外バンドの感度補正のための校正情報の

更新を行っており、値の更新を年一回実施する計画です。令和 8（2026）年も同情報の更

新を行います。 
前回更新時以降のひまわり 9 号可視・近赤外バンド観測データにおける校正評価の結果

を踏まえて、令和 8（2026）年 10 月 26 日 16 時 00 分（日本時間）以降に配信するひまわ

り 9 号の可視・近赤外バンドのひまわり標準データ（HSD）について、HSD のフォーマ

ット 1「#5 キャリブレーション情報ブロック」の 12 番目及び 13 番目を最新の値に更新

します（表 1、表 2 参照）。また、11 番目を当該値の決定時刻に更新します。 
 

これまでの感度変化と補正結果 
センサに搭載された太陽光拡散板による太陽光観測（太陽校正）から得られた、ひまわ

り 9 号の可視・近赤外バンドの感度変化を図 1 に示します。1 年間で最大約 1％の感度変

化がみられます。本グラフに見られる季節変動は見かけ上の変動であり、センサ感度自体

が季節的に変動していることを示すものではありません。 
 センサの感度補正係数 D は、以下の式によってバンド別に計算されます。 

𝐷𝐷 =
𝑚𝑚𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦�
𝑚𝑚2022�

 

𝑚𝑚𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦� は、ある年（yyyy）の 10 月 7 日からその翌年の 9 月 22 日にかけて行われた太陽校 
正により、検出素子別に得られる校正 1 次係数の平均を示しています。𝑚𝑚2022� は、令和 4 
（2022）年 10 月 7 日から令和 5（2023）年 9 月 22 日にかけて行われた太陽校正につい 
ての、同様の平均を示しています。 
 令和 4（2022）年の校正 1 次係数（HSD フォーマットの「#5 キャリブレーション情報 
ブロック」の 8 番目）と定数項（HSD フォーマットの「#5 キャリブレーション情報ブロ 
ック」の 9 番目）に感度補正係数 D を掛けると、補正された校正 1 次係数と定数項が得ら 
れます。結果は表 1 と表 2 に示しています。図 2 では、補正したセンサの感度変化を示し 
ます。図 1 で見られる感度変化が、おおむね修正されていることがわかります。 

 
1 https://www.data.jma.go.jp/mscweb/ja/info/pdf/HS_D_users_guide_jp_v13.pdf 



 
 

   
 

 
図 1 ひまわり 9 号のセンサの感度変化 

ひまわり 9 号の可視・近赤外バンドの太陽校正から得られたセンサの感度（校正 1 次係

数の逆数）の時系列。値は、検出素子別に得られたものを平均し、かつ令和 4（2022）

年 10 月 7 日に観測された最初の値で規格化。時系列の開始日と終了日は 10 月 7 日から

翌年 9 月 22 日。 

 

 
図 2 補正されたひまわり 9 号のセンサの感度変化 

図 1 に、各年について計算された感度補正係数 D を掛けることにより補正されたセンサ

の感度の時系列。 

  



 
 

   
 

表 1 ひまわり 9 号のカウント値から放射輝度への変換に使用する補正後の校正 1 次係数 
最新の値は、可視・近赤外バンドの HSD のフォーマット「#5 キャリブレーション情報

ブロック」の 12 番目に含まれている。令和 4（2022）年の値は、可視・近赤外バンド

の HSD のフォーマット「#5 キャリブレーション情報ブロック」の 8 番目に含まれてい

る補正前の校正 1 次係数と同一。令和 5（2023）年以降の値は、その年の 10 月 7 日か

ら翌年の 9 月 22 日に実施した太陽校正の結果から算出。 

 
 

表 2 ひまわり 9 号のカウント値から放射輝度への変換に使用する補正後の定数項 
最新の値は、可視・近赤外バンドの HSD のフォーマット「#5 キャリブレーション情報

ブロック」の 13 番目に含まれている。令和 4（2022）年の値は、可視・近赤外バンド

の HSD のフォーマット「#5 キャリブレーション情報ブロック」の 9 番目に含まれてい

る補正前の定数項と同一。令和 5（2023）年以降の値は、その年の 10 月 7 日から翌年

の 9 月 22 日に実施した太陽校正の結果から算出。 

 


